
若
い
女
性
が
殺
害
さ
れ
た
不
可
解
な
事

件
。警
視
庁
に
届
い
た
一
通
の
密
告
状
。

犯
人
は
、
都
内
一
流
ホ
テ
ル
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
姿
を
現

す
！？
敵
も
化
け
て
い
る
の
で
、
決
し
て

騙
さ
れ
て
は
い
け
な
い
状
況
で
あ
る
。

仮
面
の
奥
の
隠
さ
れ
た
真
実
を
見
破

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
！
発
売
即
重

版
の
人
気
作
品
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
お
勧
め
の
一
冊
を
ご
紹

介
。こ
の
物
語
は
、独
自
の
産
業
を
も
っ

た
小
さ
な
町
の
、
あ
る
特
別
な
一
年
の

運
命
を
紹
介
す
る
内
容
。登
場
人
物
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
な
る
と
よ
く
聞

く
あ
の
動
物
。
そ
の
世
界
へ
入
り
込
ん

だ
一
人
の
女
の
子
が
遭
遇
す
る
不
思
議

な
体
験
と
は
？
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

め
る
作
品
。

寄
り
添
う
言
葉
が
変
え
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
／
枡
野
俊
明

マ
ン
ガ
で
身
に
つ
く
マ
ナ
ー
と
礼
儀

　
　
　
　
　
　
／
池
田
圭
吾

マ
ン
ガ
で
身
に
つ
く
整
理
整
頓

　
　
　
　
　
　
／
大
野
直
人

君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い

　
　
　
　
　
　
／
住
野
よ
る

漫
画　
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

　
　
　
　
　
　
／
吉
野
源
三
郎
原
作

教
場 

ゼ
ロ　

  

／
長
岡
弘
樹

盤
上
の
向
日
葵

　
　
　
　
　
　
／
柚
月
裕
子

琥
珀
の
夢 

上
下
巻

　
　
　
　
　
　
／
伊
集
院
静

忘
れ
ら
れ
た
巨
人

　
　
　
　
　
　
／
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ

ル
ビ
ン
の
壺
が
割
れ
た

　
　
　
　
　
　
／
宿
野
か
ほ
る

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
願
い

　
　
　
　
　
　
／
ト
ー
ン
・
テ
レ
ヘ
ン

犬
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
／
三
浦
健
太
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「図書室だより」「森の子ども図書コーナー」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

▼マスカレード・ナイト
　東野圭吾／集英社

『しろくまのそだてかた』
（うつみのりこ／作・絵　飛鳥新社）

▼星の民のクリスマス
　古谷田奈月／新潮社

「しろくまを育てるときにたいせつな12のこ
と」。しろくまは遊ぶのが大好き。たくさん
遊んであげてください。しろくまは食いしん
坊。この世界には、おいしいものがたくさん
あることを教えてあげてください。好きなも
のばかりはダメ。いろいろなものが食べられ
るようになることが大切です。しろくまが何
かを話そうとしているときは、ゆっくり待っ
ていてあげてください。上手に話せないけど、
話したいことはたくさんあるのです。しろく
まは一体誰のことを一番好きなのでしょう？
子どもに関わるすべての方に是非読んでいた
だきたい一冊です。

　この数ヵ月、初挑戦させていただく機会が多かった
ので、それらの活動報告をいたします。
　まずは支援員担当地区である漆野で行われた「大鍋
芋煮大会」。山形大学の学生に声をかけ、地区と若者
を繋ぎ、漆野地区の方々は見たことのないほど、とび
きりの笑顔になっており大成功だったと思っています。
　谷口がっこそばでは、家族向けイベント「Vibeat 
vol.３」を郡内協力隊とともに開催させていただき、
200名ほどの方々に来場いただきました。また、みす
ぎ荘の「荘歌」と「音頭」の２曲について、作曲及び
歌を担当させていただきました。披露の場もご準備い
ただき、現在鋭意アレンジ作業中です。
　その他、産業まつり司会、有屋小学校の放課後学習、
金山小学校で町のＰＲ動画制作特別授業の補助も始め
ました。ダイジェストになってしまいましたが、機会
をいただいた皆様ありがとうございます！

交流サロンぽすと内
№144

月
新
刊
本
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幸
記

▼
今
年
も
「
山
形
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
大
賞
」
が
12
月
18
日
（
月
）

の
午
後
７
時
か
ら
放
送
さ
れ
ま

す
。Ｙ
Ｔ
Ｓ
山
形
テ
レ
ビ
主
催

で
、
今
年
で
第
18
回
目
を
迎
え
る
ご
当
地
Ｐ
Ｒ
番

組
で
す
。
金
山
町
の
テ
ー
マ
は
「
街
並
み
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
」。
徐
々
に
取
り
組
み
が
拡
が
り
だ
し
た

夜
の
景
観
づ
く
り
を
、
金
山
ら
し
く
優
し
い
雰
囲

気
で
表
現
し
ま
し
た
。

▼
Ｃ
Ｍ
の
審
査
会
を
兼
ね
た
番
組
収
録
に
私
も
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
市
町
村
、
ひ
と

ひ
ね
り
あ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
ば
か
り
。「
こ

ん
な
特
産
品
が
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
意
外
な
発

見
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
金
山
に

も
、
表
に
出
て
い
な
い
名
物
が
隠
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。（
う
ま
）

柴田　学 隊員

金山町の人口は、 ５,６９２人
10月末現在

男性　2,769人（－２）
女性　2,923人（－４）
世帯数　1,768世帯
●出生／４人　●死亡／11人
●転入／７人　●転出／６人▶10月の異動

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
一
〇
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
一
〇
回

昭
　
子

腰
伸
ば
し
手
を
か
ざ
し
て
見
る
鰯
雲

夕
暮
れ
の
山
並
ず
れ
て
秋
深
む洋

　
子

里
山
の
恵
み
を
囲
む
秋
の
膳

風
道
に
光
り
て
白
き
芒
か
なサ

ダ
エ

走
り
萩
雨
に
う
な
じ
垂
れ
し
ま
ま

長
雨
に
見
知
ら
ぬ
茸
は
び
こ
り
ぬ敏

　
子

日
照
雨
し
て
露
と
光
り
し
花
野
か
な

母
の
背
を
追
ひ
し
径
な
り
秋
薊よ

し
子

菊
供
養
巫
女
淑
や
か
に
緑
茶
汲
む

式
部
の
実
活
け
て
恙
な
き
今
朝
の
空順

　
子

い
つ
見
て
も
思
案
顔
な
る
案
山
子
か
な

湖
に
静
か
な
秋
の
あ
り
に
け
り

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会荒

　
屋
　
阿
部
　
勝
子

感
謝
と
て
ワ
イ
ン
捧
げ
る
刈
田
か
な

天
仰
ぐ
祈
り
に
も
似
し
牽
牛
花

荒
　
屋
　
関
　
喜
美
子

華
の
道
迷
ひ
を
誘
ふ
梅
も
ど
き

新
園
舎
粧
ほ
ふ
山
に
輝
け
り

菅
　
越
　
庄
司
け
み
子

箸
く
ば
る
笑
顔
新
そ
ば
祭
か
な

何
時
の
間
に
秋
の
夕
焼
け
沈
み
け
り

七
日
町
　
青
柳
キ
エ
子

十
人
の
足
あ
と
此
処
に
秋
書
展

此
れ
や
こ
の
小
町
再
来
秋
ま
つ
り

七
日
町
　
柴
田
　
栖
静

華
展
へ
と
客
足
ね
が
ふ
文
化
の
日

去
り
て
ゆ
く
時
代
の
流
れ
秋
の
風

羽
　
場
　
坂
本
徳
太
郎

移
ろ
ひ
の
窓
に
名
月
待
つ
身
か
な

並
木
道
個
々
に
差
の
あ
る
紅
葉
か
な

上
　
台
　
阿
部
　
　
一

　
　
悼
　
岸
宏
一
様
の
ご
他
界

晩
秋
や
永
久
に
別
れ
の
茜
雲

史
を
伝
ふ
武
家
の
屋
敷
の
木
の
葉
散
る

七
日
町
　
村
松
　
枩
風

　
　
悼
　
岸
前
参
議
院
議
員
様
ご
他
界

秋
さ
む
し
涙
に
か
す
む
霊
柩
車

曇
天
は
供
物
の
湯
気
か
十
三
夜

ぶ
ん
げ
い

た


